
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

うめきた２期区域 まちづくりの方針 概要 

 

世界からの人材、技術を集積・交流させ、新しい産業・技術・知財
を創造することで新たな国際競争力を獲得し、我が国の成長エン
ジンとして世界をリードする「イノベーション」の拠点となる。 

 

まち全体を包み込む「みどり」がここにしかない新しい都市景観を
創出し、多様な活動、新しい価値を生み出す源となり、世界の
人々を惹きつける。 

 

２期区域のまちづくりの目標 

  「みどり」と「イノベーション」の融合拠点 
 

 基本計画策定（H16）後の都市開発を取り巻く状況の変化に対応した新しいまちづくりのプロセスをめざすことから、

計画策定の段階から、民間の独創的なアイデアやノウハウを求める民間提案募集を実施、提案者との「対話」を行い

つつ、検討会でまちづくりの方針を検討 

 これら一連のプロセスは、公民連携によるこれからのまちづくりの可能性を拡げるモデルに 

 「みどり」が人間の創造性を刺激する環境を創出し、世界からその環境を求める人材や技術、資本を集積させる。 

 「みどり」が創り出す魅力ある空間と、関西の力を結集させた中核機能とが融合し、世界中から訪れる人々に新た
な知の交流を提供する。  

 

「みどり」の 

役割 

周辺の緑 

周辺の緑 

 
 

 

 

 （１）大規模災害にも対応したレジリエントなまちの実現 

（２）自立型エネルギーインフラの導入 

（３）周辺地域も含めた BCP への対応 

 

 

（１）最先端の環境技術の導入 

（２）災害時の BCP 対応を兼ね備えた環境負荷の少な

いエネルギーシステムの導入 

（３）環境価値の可視化と発信 

 

①新産業創出 （例：健康・医療、環境・エネルギー等） 

成長著しい分野で関西の産業集積の強み・ポテンシャルを最大限発揮 

 
②国際集客・交流 （例：MICE・文化創造・発信等） 

立地ポテンシャル、関西の豊かな都市文化、人々を惹きつける「みどり」の

魅力を活かしながら、国際的な企業・産業活動等を誘致、展開 

 

③知的人材育成 （例：連携大学・大学院、国際化教育等） 

知の集積により世界をリードするグローバル人材を育成、輩出 

 

なにわ筋線整備等で高まる拠点性を活かした 
中核機能の導入で、関西の各都市との 

連携、発展、交流を促進 

関西の国際社会での存在感を新たなステージに 

強力に引き上げる 

 
 

「みどり」を２期区域全体に展開し、概ね 8ha（水面等も含む）を確保 

西口広場 
「みどり」のゲート空

間としてのシンボリッ

クな空間形成 

南北軸 
「みどり」と一体となり、

水と緑を配置したゆとり

のある歩行者主体の空

間形成 

東西軸 
「みどり」を体感できるよ

う配慮しながら、賑わい

ある空間形成 

JR 大阪駅との動線

の確保 

南・北街区の 

一体性の向上 

先行開発区域

との動線の確保 

世界の人々を惹きつける 

比類なき魅力を備えた「みどり」 

新たな国際競争力を獲得し、世界を 

リードする「イノベーション」の拠点 

１．２期区域のまちづくりの目標 
 

２．比類なき魅力を備えた「みどり」のあり方 ３．「みどり」と融合し価値を創造・発信する
「イノベーション」～導入する都市機能～ 

４．「みどり」を体感できる 
空間づくり 

 

５．歩く楽しみ・喜びを創造す
るまちづくり～交通ネットワーク～ 
空間づくり～ 
 

６．速やかに災害から復元

するまちづくり 

７．環境共生の新たな 

展開をめざしたまちづくり 
 

 （１）質の高い「みどり」の運営管理 

（２）地区の競争力を高めるエリアマネジメント 

（３）可変性・拡張性を備えたエリアマネジメント 
 

８．持続的発展をめざし

たエリアマネジメント 
 

（１）隣接地区への「みどり」のまちづくりの波及 

（２）周辺地域や都市拠点と連携するまちづくり 
 

９．周辺とともに地域全体の

価値を向上させるまちづくり 

 

①まちの基盤となり、次代に受け継ぐ資産となる「みどり」 

②使いこなしによって多様な価値を生み出す「みどり」 

③成長しながら、周辺地域へ進出、波及効果を生み出す「みどり」 

①斬新で質の高い景観を創る「みどり」 

②メッセージ性のある「みどり」 

③「みどり」の成長など時間軸を組み込んだデザイン 

「みどり」の定義 

「すべての人々に開かれ、誰もが自由にアクセスでき、そこで人間

の活動が豊かに展開される緑豊かなオープンスペース」 

①地上のまとまった「みどり」 
接地性のあるまとまった「みどり」で、恒久

性、永続性を持つ 

②建築物と一体化し 

地上と連続する「みどり」 
地上のまとまった「みどり」と連続し、円滑

にアクセスすることができる、建築物と一

体化した「みどり」で、「みどり」の新たな

可能性を提示する 

２期区域のシンボルとして地区

中央部に概ね 4ha を確保 

・重要な視点場である JR 大阪駅から

の眺望の確保や視覚的な一体感 

・隣接する周辺の緑との連続性 

・大規模災害時への対応における優位

性等 

民間の創意工夫により地上部や

低層建築物の上部において確保 

①
と
②
の
「み
ど
り
」
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち
全
体
を
包
み
込
む 

 

新産業

創出 

 
商業 

中核機能 

質の高い環境を整える都市機能 

「みどり」と「イノベーション」の融合拠点 

「みどり」 

イノベーションの創出 

最先端の防災・環境技術等が融合した 

人間の活動、安全や環境を支える基盤 

業務 居住 

宿泊 
国際集客・

交流 

 
知的人材 

育成 

 国際競争力を高め、世

界の都市をリードする

まちづくりが重要なテ

ーマ 

 「グランドデザイン・大

阪」「国家戦略特区提

案」において、関西の

発展を牽引するリーデ

ィングプロジェクト 

 西日本最大のターミナ

ル地区、関西の中枢拠

点のポテンシャル 

都市づくりのパラダイ

ムを超えた新しい未来

のまちのあり方の提案 

「みどり」 

○都市や人間と自然、環境との新しい関係性

を構築、比類無き魅力を備え、都市の文化

となる新しいまちづくりの空間の概念 

○世界水準の都市空間を持つ国際都市に引

き上げるトリガーとなり、広域的な都市構造

に波及、これからのまちづくりを先導 

○関西圏の中心に位置、広域的な交通ネット

ワークで拠点や都市と結ばれる優れた立地

ポテンシャルを活かして、関西のイノベーシ

ョン創出の総力を束ね、連携の結節点とな

るような拠点をめざす 

世界中から資本、人材

等を集積、新たな国際

競争力をもたらす 

「イノベーション」 

「うめきた２期区域」の約16haを対象に、当区域の都市計画や平成27年度以降に開発事業者を決定するために実施が予

定されている「（仮称）うめきた２期区域開発事業者募集」におけるまちづくりの基本的な考え方をまとめたもの 

「みどり」の 

空間形成 

「みどり」の 

配置・規模 


